
液化石油ガス法に係る手続き 

 

 

事 故 届 

 

（１） 届出単位  液化石油ガス法の液化石油ガス販売事業者が行うこと。 

 

（２） 届出時期  法令で定められた事態になったとき、遅滞なく行うこと。 

 

（３） 提 出 先  事故が発生した所在地を管轄する知事 

 

（４） 提出書類  ① 事故届書 

          ② 液化石油ガス事故報告書 

          ③ 消費先保安台帳の写し 

          ④ 直近の供給設備・消費設備保安点検調査票の写し 

          ⑤ 過去６ヶ月間の検針伝票の写し 

 

（５） 作成要領  ① 事故届書 

           ・氏名又は名称、住所又は事務所所在地、事業所所在地 

            ⇒事故届を提出する者について記載すること。 

           ・事故の状況 

            ⇒「液化石油ガス事故報告書」により詳細に記入すること。 

          ② 液化石油ガス事故報告書 



様式１

１．） 発生日時（時間は２４時間呼称）

２．） 発生場所（市区町村名まで）

３．） 事故種別

漏えい／漏えい爆発／漏えい爆発・火災／漏えい火災／ＣＯ中毒／酸欠／

４．） 人的被害（有／無／確認中）

死者　　　 名（うち第三者　　名）

重傷者　　名（うち第三者　　名）

軽傷者　　名（うち第三者　　名）

５．） 物的被害（有／無／確認中）

内容：

６．） 火災認定（有／無／確認中）

７．） 事故発生箇所

①ガス栓

②消費機器（燃焼器との接続配管等を含む。）

　 燃焼器名称：

③配管等

④メーター

⑤調整器

⑥高圧ホース

⑦供給管

⑧集合装置

⑨バルク貯槽等

⑩充てん設備（許可区分：高圧法 ・ 液化石油ガス法）

⑪貯蔵施設

⑫充てん容器又は残ガス容器

⑬その他

⑭不明

８．） 販売事業者等の名称等

　①名称（販売所名を含む）：

　②販売所所在地：

　③連絡先：

　④所管行政庁：

９．） 事故の概要等

　①事故の概要

　②推定原因

１０．） 職員の現地派遣（有／無／検討中）

　 監督部／都道府県／その他：

事故発生報告



様式第５７ 
 
 

事 故 届 書              

 
 

液 石 
 

× 整理番号       
 

× 受理年月日 
 

氏 名 又 は 名 称                 
（ 事 業 所 の 名 称 又 は 
販 売 所 の 名 称 を 含 む 。 ） 

 

住所又は事務所（本社）所在地 
 
 
 

事 業 所 所 在 地                 
 
 
 

事 故 発 生 年 月 日                 
 
 
 

事 故 発 生 場 所                 
 
 
 

事 故 の 状 況                 
 
別紙のとおり 

 

 
  
      年   月   日  
 
 
                       代表者  氏 名              
 
 
 青森県知事  殿 
 
 
 
 
 
 
 
備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ ×印の項は記載しないこと。 
３ 事故の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。 
 



報告年月 年 月 日 報告段階 速報

都道府県 中間 （第 報）

担当部署 確報

事故発生日時 年 月 日 曜日 時 分頃（２４時間制）

事故種別 喪失 ／ 盗難

事故発生場所

1 住所又は所在地 （市区町村まで）

3 LPガス供給状況 ・容器 （・体積販売 ・質量販売） （ kg × 本 （供給側 本 ・ 予備側 本 ））

4 喪失又は盗難容器の容量及び本数 （ kg 本 ）

5 容器番号

販売事業者

1 販売事業者名称 登録番号

2

3 販売事業所名

4

5 容器所有者名称

事故の状況

1 全容

2 対策

3 その他参考となる事項

都道府県が行った措置

法令違反の有無

・ （ 関係条項 ）

・ （ 関係条項 ）

・ 違反事項なし

事故原因が直接法令違反の場合

その他の法令違反の場合

　　

販売事業者所在地

販売事業所所在地

登録行政庁

液化石油ガス事故報告書　（喪失・盗難）
様式２－１

　　


